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調査の目的及び実施要領

【調査の目的】

• 普段の移動状況や公共交通の利用状況、今後の利用意向、将来の方向性について市民
のご意見を伺い、これからの公共交通（移動）のあり方を検討するための基礎資料とする
こと

【調査概要】

調査期間 ： 2022年8月4日（調査票発送）～8月26日（消印有効〆切）

調査対象 ： 富津市に居住するもののうち、16歳以上のもの

方 法 ： ランダムにサンプリングした市内3,300世帯を対象に、郵送で配布し、郵送
（富津市への持ち込みあり）及びWEBでの回収

回収票数 ： 1,155世帯（回収率＝35.0％）

回答サンプル ： 2,248サンプル

（大貫・青堀・富津など、人口の多い地区のサンプルが多い）

※次ページ以降で、基礎的な集計結果を示す。
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アンケート結果
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★回答者の属性（年齢、職業）
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年齢

〇生産年齢（16～64歳）の回答者が40％、老年（65歳以上）の回答者が53％と半数以上を占
める
〇職業別では、無職の回答者が最も多く34％、会社員・公務員、パート・アルバイトと続く。
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★免許保有状況と運転状況
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免許の保有状況

〇年齢が高くなるほど、免許保有率は低くなるものの、75～79歳までは60％を超える。80
歳以上になると免許保有無しが免許保有ありを上回るとともに、返納の割合も20％を超える
〇79歳まで、80％程度がクルマ・バイクを運転しており、80歳以上になると、運転をしない
割合が半数以上となる。
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※「保有あり」と「返納」の双方を回答しているサンプルが多数存在（不明扱い）しており、免許保有ありをクルマ・バイクのいずれかを運転の割合が上回ると想定

返納率=高



★免許返納意向
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〇～64歳及び70～74歳では「免許返納意向なし」が上回り、さらに高齢になると（75～79
歳、80歳以上）「免許返納意向あり」が上回る。
〇免許を返納しない理由としては、どの年代も「車以外の交通手段がない」が大半であり、
日々の移動のため免許（車）を手放すことができないと考えている人が多い。
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★送迎の状況（可否＆地区別送迎不可の割合）
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送迎の可否

〇どの年代でも概ね20％程度送迎不可が存在
〇地区ごとには送迎不可の割合に差がみられ、特に竹岡地区で送迎不可の割合が高い
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★送迎に対する不安
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将来的な送迎への不安

〇現在家族等に送迎してもらっている人のうち1/3程度は将来的な送迎について不安を感じ
ている。特に、65～74歳で不安に感じている割合が大きい。
〇地区別では、竹岡や金谷で将来的な送迎への不安がある人が40％を超える。

地区別将来的な送迎への不安ありの割合

32％
(市平均）
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年齢階層別最も移動頻度の多い目的

★日常生活の移動（もっとも頻度の多いもの）
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〇64歳未満は多くの人が働いているものと考えられることから、最も移動頻度の多い目的は
「通勤」。
〇65歳以上になると、最も移動頻度の多い目的は「買物」であり、80歳以上になると「通院」
が最も頻度の多い移動の割合も30％を超える。



買物目的での移動頻度

★日常生活の移動（最も頻度の多い目的=“買物”の移動頻度＆移動手段）
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〇買物では、どの年代も概ね「週1～2程度」以上は移動しているが、年齢が高くなるにつれて
高頻度（週5や週3～4）の割合は減少する。
〇買物目的での移動手段は、「自家用車（自分で運転）」が全体の7割を占め、次いで「自家用車
（家族等の送迎）」であることから、ほとんどが自家用車による移動である。
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通院目的での移動頻度

★日常生活の移動（最も頻度の多い目的=“通院“の移動頻度＆移動手段）
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〇買物と違い、通院目的では「月1程度」～「週1～2程度」の移動頻度が多い。
〇通院目的での移動手段は、「自家用車（家族等の送迎）」が全体の約半数を占め、次いで「自
家用車（自分で運転）」であることから、買物同様に自家用車が移動の中心ではあるが、鉄道・
路線バス・タクシーといった公共交通機関の利用も一定数存在する。
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★市内公共交通機関の利用頻度・満足度（鉄道）
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〇鉄道利用者で週1日以上の比較的高頻度の割合は20％程度であり、半数以上が年数回程
度の利用にとどまる。
〇満足度は、運行情報案内では満足(満足+やや満足）が不満（不満+やや不満）を上回るが、それ以
外は不満が上回り、特に運行本数や他モードとの乗継で不満の割合が60％近くと高い。

鉄道の利用頻度 鉄道の満足度

※鉄道の利用頻度を回答した人を対象として集計
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★市内公共交通機関の利用頻度・満足度（タクシー）
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〇タクシー利用者で週1日以上利用する人は10％に満たないが、月1日以上の利用（合計）で
は30％程度存在する。ただし、半数以上は年に数日程度の利用にとどまる。
〇満足度については、「わからない」という回答が全体的に多いものの、どの項目でも満足（満
足+やや満足）が不満（不満+やや不満）を上回る

タクシーの利用頻度 タクシーの満足度

※タクシーの利用頻度を回答した人を対象として集計
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★市内公共交通機関の利用頻度・満足度（路線バス）
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〇路線バス利用者で週1日以上利用する人は10％に満たないが、月1日以上の利用（合計）で
は30％程度存在する。ただし、半数以上は年に数日程度の利用にとどまる。
〇満足度は、運行ルートの満足度が比較的高く40％程度。一方で運行本数や運行時間帯、他
モードとの乗継のしやすさについては不満が40％を超える。

路線バスの利用頻度 路線バスの満足度

※路線バスの利用頻度を回答した人を対象として集計
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44％
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★路線バスを利用しない理由
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〇80歳以上はやや他の年齢階層と傾向が異なるが、「自家用車・バイクで移動できる」・「運行
本数が少ない」といった項目が利用しない理由の上位である。
〇80歳以上は最も多いのが「送迎してもらえる」であり、自ら運転する人が少ない分、家族等
の送迎に頼り、路線バスを利用していないものと想定される。

路線バスを利用しない理由

※路線バスの利用頻度を回答していない人を対象として集計
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★タクシー運賃助成事業（免許未保有＆返納者の認知度・利用状況）
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〇免許未保有者の事業認知度は、全体では4割程度であるが、64歳未満を除き、「知ってい
る」が「知らない」を上回り、一定程度の認知はあるものと考えられる。
〇事業を認知しているもののうち、実際に利用している（した）人は、どの年齢層でも「利用な
し」が「利用あり」を上回り、半数に満たない。

タクシー運賃助成事業の認知度 助成制度の利用有無
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★公共交通の不満
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〇不満に感じる交通手段として、路線バスが20％、鉄道が15％で上位。タクシーや高速バス
は10％に満たず、不満はないが16％と比較的多い
〇年齢別では、鉄道への不満が年齢が高くなるほど低くなる傾向
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80歳以上
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(N=2,248)

鉄道 路線バス タクシー 高速バス 不満はない わからない 不明

年齢階層別最も不満に感じている交通手段
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